
岐阜大学ジョイント・ディグリー（JD）
４専攻の現状と展望

岐阜大学の国際化を担う機関：グローカル推進機構

岐阜大学の理念と目標より

３）国際化

岐阜大学は，地域に根ざした国際化と成果の地域還元によってグローカル化を
実現する。

特に，多文化共生型による国際教養コースの設置，日本人学生と留学生の混
在型教育の充実，留学生の組織化や就職支援の充実など，国際化につながる

施策を推進する。

（目標より抜粋、http://www.gifu-u.ac.jp/）



Global + Local ⇒ GLOCAL
地域に根ざした国際化・成果の地域還元

日本国内の一定地域（岐阜，東海地方）と海外の一定地域（北
東インド，マレーシア etc…）とが教育，研究，社会・経済活動に
ついてマッチする課題を共有，認識し，それらを解決することに
よって得られる成果が，双方の地域振興に結実する．

実践的な国際化，すなわちグローカル化

地域と世界をつなぐ「グローカル・リーダー」の育成

• 本学におけるJDの概念と密接に関連
• 単なる教育プログラムにとどまらない，地域
を巻き込んだ人材育成・研究協力・産学連携

岐阜大学の国際化を担う機関：グローカル推進機構



岐阜大学のJDプログラム（計４プログラム）
国際連携専攻（JD）４専攻の設置：平成31年４月

• 岐阜と北東インド，マレーシア
の地域振興

• 地域企業を含めたJDコンソーシ
アムの形成

• 単なる教育プログラムにとどま
らない，地域を巻き込んだ人材
育成・研究協力・産学連携

学位記（案）

レベル 専攻名 設置母体 定員 H31 R02

修士（2年） 岐阜大学・インド工科大学グワハティ校
（IITG） 国際連携食品科学技術専攻

自然科学技
術研究科

10名 8 3

博士（3年） 岐阜大学・インド工科大学グワハティ校
（IITG） 国際連携食品科学技術専攻

連合農学研
究科

2名 1 2

博士（3年） 岐阜大学・インド工科大学グワハティ校
（IITG） 国際連携統合機械工学専攻 工学研究科 2名 2 1

博士（3年） 岐阜大学・マレーシア国民大学（UKM）
国際連携材料科学工学専攻

工学研究科 2名 2 2



北東インド及びマレーシアで
食品及び関連産業を興す

岐阜県経営者協会

各種企業団体

マレーシア・地域産業界
（マレーシア国民大学(UKM)）

JD活動を介した地域産業界間の交流の場を設ける

インド・アッサム地域産業界
（インド工科大学グワハティ校(IITG)）岐阜大学

バイオインダストリー協会
中部経済連合会

JD活動の地域・産業界への波及効果 ※JD活動：ジョイント・ディグリー専攻を中心とした
教育・研究活動及び社会貢献

～JD活動を基盤とする日本企業のJD相手国への進出支援と食品及び関連産業の推進～

シンポジウムを“岐阜”で毎年開催

農・工連携の初のJD

インド との初のJD

両国の企業が参加して

岐阜（東海）地域産業のJD相手国進出へのゲートウェイとなる

地域循環型の
食産業システム創成 健康増進食品

青果加工及び貯蔵技術

国際大学連携による社会貢献モデル

大学内に２つの
ホールディングス

〇岐阜大学とIITGのJD活動による連携の事例
H30年2月にグワハティにてシンポジウム「北東インドにおける生物資源利用の将来構想」（JSPS二国間交流
事業）を共催
・日本企業の三菱ケミカルフーズ（株）、オリエンタル酵母（株）、イビデン（株）が参加
・北東インド農産物マーケティング協同組合、北東インド商工会議所主催のセッションの実施
・アッサム州の投資式典「アドバンテージ・アッサム」（モディ首相、平松大使等が出席）に参加【写真】
※インド北東部の開発と日本（インド政府との協力）
「日印北東部開発調整フォーラム」(H29) 、「アクト・イースト・フォーラム」(H29)

日本語・日本(企業)文化を
理解する留学生の育成・活用

両大学の人的ネットワークを
活用して地域産業をつなぐ



インド
産・官

マレーシア
産・官

IITGIITG

UKMUKM

東海地域
産官学金

JD国際連携専攻
FST、IME、MSE
FST（修士）

JDを中軸とした人材育成・共同研究・産学連携

岐阜大学岐阜大学

人事交流
教員受入・派遣

学生交流
短期派遣・受入
ウインタースクール

国際学術交流
シンポジウムの開催

国際共同研究
１件/JD学生
（6件/年）

国際共著論文
2編/JD学生
（4編/年以上）

JDコン
ソーシアム



岐阜ジョイント・ディグリーシンポジウム国際シンポジウム2019
2019年10月7，8日

IITG：ティー・ジー・シタラム学長
IITG：ガウタム・ビスワス前学長
UKM：ムハマド・ハムディ・アッブ
ドゥール・シュコール学長

インド政府北東インド評議会：シュリ・
ラムガンニング・ムイバ長官

→ シンポ後，岐阜県副知事と面談

国内外の大学関係者や公的機関，自治体や地元企業の
役員約220名が参加

• アカデミックシンポジウム
• 日印馬産官学パネルディスカッション
• 北東インド地域商工会（FINER）からのビデオメッセージ

森脇学長 ムイバ長官
主な海外からの参加者



ポストJDシンポジウム2019：2019年11月10～15日
北東インド地域商工会（FINER）代表団来日

• 岐阜県羽島市のテキスタイルマテリアルセンターにて，羽島市
長および羽島商工会と面談．

• その後，岐阜県，愛知県，三重県および東京都内の13企業等
を視察．

羽島商工会議所

＠テキスタイルマテリアルセンター

岐阜商工会議所

中部経済連合会



UKM＆GU国際シンポジウム
食品科学に関する国際シンポジウム
2020.9.22―23:

IITG＆GU合同ウェビナー
「食品科学技術におけるトランスレーショ
ナルリサーチ（橋渡し研究）の新展開」
2020.10.16

国際学術交流シンポジウムの合同開催



Dr. H.S. Jha  IITG卒業生

岐阜大学工学部 助教

岐阜大学工学部ニュース匠
2018 No18

人事交流：教員受入・派遣



UKM卒業生の教員
リムリーワ教授
1999年卒

人事交流：教員受入・派遣



Dr. Y Kobayashi  岐阜大学修了
IITG客員助教 2015.7-2017.6

11

人事交流：教員受入・派遣
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